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昭和59年度 主な事業 〇印は新規事業

私通排水設備助成…… … … … … … …… 41 £8, 235 万円
〇かけj l l跼岸改 修( 3ヵ譽事業・第|年次)・・・2{£2, 920 万円
コ ミュニテi 道路設 置【2ヵ所 】… … … … … 8, 516 万円
〇鄒1¶ j・計画道路螫傭15 ヵ年 事皋・第1 年次) ・・6, 000 万円
輳s- 1 ・||地 区再開 発事業 補助… …… 4 噫6, 96s 万円
〇そデjし商店冊1事裏維助… … … … … … … …… 2, 】00万円
巾小企裏s 責事業… … … … … … … … … …… 9, 360 万円
鳥齢者参裏譴指導助成… … … … … … … …… 5, 196 万円
ねたきり老人巡回入浴… … … … … … … …… 3, 353 万円
生活実爾所の運苫… … … … … … … … … …… 6, 恥辱万円
瞳嚔心身障害者巡回入浴… … … … … … … …… 473 万円

〇国際障害者年 足立区行助冊画関 連事業… …… 56s 万円
り戸の圃書貸出し…… … … … … … … … … … …… 130 万円
生業資金の貸付… …… … … … … … … … …… a, e4s 万円
〇公私立保育園園外保育パス代 公費 氏覩……… s96 万円
〇征区亀収の植馼… … …… … …… … … …… 3 億s22 万円
〇111臾夲町保鱒相談所改築・{ 仮称丿検査センター
建耐… … … … … …… … … … … … … … … …… 4, 763 万円

〇椰4j 防災不燃 化促進助成事 裏… … … … ……・, 424万円

〇圃 水流出御胴綸殺曁備・-… … … … … … …… 6, 542 万円
棡大器の羞墻配備… … … … … … … … … …… 4, 553 万円
ろ水茴の配備 ●・… …… … … … … … … … …… 1, ●酊万円

〇体育館礁設・・- , -… …… … … … … … …… 2 億S, 5S 万円
核會窓枠改 鯵、校介内外責・・-… … …… 1 ●僖1, { S6 万円
f レと ● 入 ● -● ,・… …… … … … … … … … …… 3, 850 万円
特色ある学校づ( I J のための施皿 ・画備咢の螫備
… … - … …… …… … …… - … …… - -…… - … … S, 蛔 万円

〇ゆ?t の童彊大金… … … … … … …… … … … … 37 万円
〇慧鱸 ぐるみ瀰母実践活動… … … … … … … …… 蝸 万円
〇区民 センター建設… … … … … … … … …… 10 轌S51 万円
〇{ 仮毒} 郷土資料 鷦● ● ( 1 カ¥ 事書)・-・1億S, 黝6 万円
〇{ 仮毒} 白鴦雅史蓐公矚皿設・・-… … … … … …… S ●万円
〇ゆ夾本町庁龠・・( _ カ擧事裏) ・・・一一←・l l傳S, 6 酊万円
〇北予畦駕 サービスセンター皿讎… … … …… 3, 75S 万円
〇勤労傴祉会皿・内職紬毒所・教宵相謫所 の移k
… … … … … … … …… … … … … … ……… Z 便S, 781 万円
コンピエーターの高度刊用… … ……… 2 億1, 1叫万円
情報公・・ 度丹徽重・-一一… … - … … … … … …… 4 祕万円
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弥 生 祭 3/1～4
心身障害福祉センター

こ
の
街
に
ひ
ろ
げ
よ
う

ふ
れ
あ
い
の
輪

心 身障害福祉 セソター では、 社会参加、社会復 帰をめざ
し て通所馴練に励んでい る、 通所者( 児) 、家族、 ポクンテ
ィアの協力に より、 第4 回「 弥生 祭」を実旄し ます 。日頃

の成果 の発表を通じ て地 城の人 々と夊流を深め たいと思い
ます。皆 さんの参加をお待ちし ています。

日時　3月1日～4日　午前10時～午後6時( ただし、4
日は午後4 時までです)
場所　竹の塚セy ター
問合せ先　心身障害福祉センター　　883―　6171

講 演 会

日
時

三
月
三
日
(
土
)
午
後
一
時

Ξ
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所

竹
の
厭
セ
ン
タ
ー
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
'
ン
ホ
ー
ル

演
題

「
と
も
に
生
き
る
人
と
し
て
」(

手
話
通
訳
付
)

講
師

有
馬
真
毒
子
氏
(
フ
ジ
や
レ

ピ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
中

央
心
身
障
害
者
対
策
協
議
会
委
貝

と
し
て
活
躍
)

定
員

六
十
名
(
費
用
は
無
料
)

申
込
方
法
I

銛
、
ま
た
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

心
身
障
害
楜
祉

セ
ン
タ
ー

　
(
(
三
上
(
I
七

一

募集します
通所訓練希望者( 児)

心

身
障
害
碣
祉
ｾ
ﾝ
ｸ
ｰ

で
は

、

次
の

筝
業
に
つ
い
て

、
四
川
か
・
り
の

通
所

爻

児
)
そ
募
集
し
ま
恚

□
幼
児
通
所
訓
練
事
業

対
象

知
恵
匍
く
れ
の
程
皮
が
お
お

ひ
ね
中
・
軽
度
の
二
戚
か
ら
五
歳

ま
で
い
幼
児

募
集
人
員

若
干
名

□
身
体
機
能
訓
練
通
所
事
業

対
象

脳
血
管
障
害
等
で
機

能
訓
練
に
よ
っ
て
心
耳
共

に
改
善
の
朗
待
の
で
き
る

方
訓
練
期
間

四
月
初
旬
か
ら

九
月
末
日
ま
で
の
お
お
む

ね
六
ヵ
月
間

募
集
人
員

。こ
い名

応
募
の
条
件

い
ず
れ
も
区

内
在
庄
酋
(
か

訓
練
費
用

無
料

選
考
方
法

心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
医
師
等
の
判

定
に
よ
り
選
考

申
込
受
付
期
間

ニ
リ

ト

一
日
丈
二
月
二
十
日

申
込
方
法
m
'

は

窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先

心
斗
障

害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
(
(

三
―
交

七
一

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

ご
利
用
の
方
へ

ｙ

ク

シ
ー

料
金
碵
卜
げ

に
伴

い
、
現
衍
の
飛
祉

タ
ク
シ
ー
券

で
は
初
乗
り

科
金
と
の

差
匐
か

生
じ
ま
す

。

お
手
持
ち
乃

グ
ク
シ
ー
券
ご

利
用

う
際
は

、
差
額
を
刺
交
払

い
く

だ
さ
ろ
よ

う
お
願
い
い
た

し
£

す

。

問
合
せ
先

障
煮
㈲
祉
係

牛田・京 成関屋・千 住大橋駅　ご利用の皆さんへ

牛田・京成関屋駅 千住大橋駅

※ 区営自転車駐車場( 黒ぬり部分) と放置禁止区域(
灰色部分が全て放置禁止です)

〔有料・登録制化と放置禁止区域〕

千
什
人
橋
自
転
瞋
齔
車
場
と
關
帛

自
転
車
駐
恥
鳩
(
新
設
)
が
四
月
か

ら
n
鯨
川
(
有
利
)
に
な
り
ま
す
乃

て

巾
し
込
万

て

く
だ
さ
い

所

在

地

ワ
千

住

大

橋

自

転

雎

駐

瞋

場

后

六

十

台

収

澄

・
;

千

用

橋

戸

町

匸

し

。

▽

関

屋

自

転

車

駐

車

場
(

六

↑

台

収

譽

・・・
千

住

曙
町

六
-

二

駐

車

料

金

▽

定

期

利

用
I

・

力
月

・
=
千

八

百

円
(

。
。カ

ー月

・・・
五
千

円
)

※

学

生

へ
小

角

中

学

生

、

高

校

士

と

心

身

障

害

者

の

方

は

半
額

で

す

。

▽

普

通

利

用

ー

■
i

ー
叭
i
j

円

利
用
資
格
▽
区
ま
た
は
隣
接
す
る

区
に
住
・
眄
ま
た
は
動
務
先
か
あ
る

方
▽
通
動
か
通
学
う
た
め
に
利

用
3
。れ
る
な
ツ
什
居
ま
た
は
勤

務
先
が
駅
か
ら
お
お
£
>
ね
八
百
メ
ー
ト
ル

応

身

障

害

者

は

除

く
)

を

超

え

る
距
離
に
あ
る
方

▽
普
通
利
用

に
つ
い
て
は
、
一
ヵ
月
に
十
日
以

上
利
用
さ
れ
る
方

※
な
お
、
バ
イ
ク
等
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

登
録
申
込
受
付
期
間

二
月
二
十
九

日
ま
で
(
当
日
消
印
有
効
)

申
込
方
法

次
の
事
項
を
配
入
の
う

え
、
往
復
(
ガ
キ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

①
住
所
⑤
氏
名
⑤
年
@
＠

性
別

吸
暇
業
(
学
生
は
学
年
)

⑤
連
絡
先
(
電
話
毒
号
)

⑤
駐

車
場
を
夜
間
利
用
し
て
会
社
(
学

校
)
に
通
勤
(
通
学
)
す
る
方
は

そ
の
会
社
(
学
校
)
の
所
在
地

⑤
希
望
す
る
自
転
車
駐
車
場
名

⑨
定
期
利
用
、
普
通
利
用
の
別

選
考
通
知

連
節
離
の
方
か
ら
登
録

し
亅
三
月
中
旬
ま
で
に
結
果
を
通

知
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

交
通
安
全
対
策

譁
(
〒
Ⅲ
千
住
一
-
円
-
(
)

放
置
禁
止

区
域
の
設
定

四
月
一
日
か
ら
､
駅
か
ら
お
お
む

ね
｡
言
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
を
放
置
禁
止
区

域
に
指
定
し
ま
す
。(
上
図
参
芒
　

放
置
簾
止
ほ
域
内
の
放
置
自
転
車

は
、
一
定
の
場
所
に
移
送
し
ま
す
の

で
、
ご
泣
意
く
だ
さ
い
｡

「自 転車だって寒 いよ」

春の火災予防運動
2月29日～3月13日

火
災
か
らい

の
ち
を
守
ろ
う

昭
和
五
十
(

年
中
の
足
立
区
内
の

火
災
概
要
は

左
泯
の

と
お
り
で
す

。

東

京
都
内
の

火
災
件
歓
は
減
少
の

傾
向

に
あ
り

ま
す
が

、
逆
に
足
立
区

は
増
加

し
て

い
ま
す

。ま
た

、放
火

が

出
火
原

因
の

卜

。
プ
に
な
っ
て
い
ま

す

。各
家

庭
や
地
域

、戦
場
で
総
点
検

し

、火

災
危
険
を
な
く
し
ま
し
I

つ

。

□
春
の

火
災
予

防
運
動

今
年
も

、空
気
か
非
府
に
吃
婦
し

、

強
風

か
吹
く
こ
と
の
多
い
季

節
か

や

っ
て

き
ま
し
た

。

二
月

二
十
九
日
か
ら

、
三
月
十
三

日

ま
で

は

、
春
の
火
災
予

防
運
助

朗

間
で
す
。

こ
の
時
期
は
火
災
が
発
生
す
る

と
、
大
火
に
な
り
や
す
く
危
険
で

す
。区
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
、
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た

め
に
、
防
火
・
防
災
の
窟
鵬
と
行

動
力
ふ麁
め
る
よ
う
に
男
め
ま
し

ょ
う
。

《
区
内
三
消
防
署
》

<主な出火原因>

昭和58年の火災概要
<火災種別>

<死傷者>

□
防
災
展
を
開
催
し
ま
す

日
時

二
月
二
十
九
日
乙
一
月
五

曰
、
午
前
十
時
～
午
後
六
畤

※
な
お
、
火
珊
日
は
除
く
｡

場
所

西
新
井
区
民
ﾎ
ｰ
ﾙ

問
合
せ
先

災
魯
対
策
課
、
足
立

洌
防
署

　
(
五
二
6
一
一
九

緑
を
ふ
や
そ
う

春
の
苗
木
即
売
会

区
で
は
、
懍
例
の
譽
の
蘭
木
即

売
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

植
木
は
、
溲
地
直
送
の
た
め
安

価
で
す
。
ま
た
、
園
芸
用
土
・
肥

料
・
植
木
鉢
な
ど
の
叩
売
や
、
植

木
の
曾
理
の
仕
方
・
病
虫
害
の
防

き
方
な
ど
の
縁
の
な
ん
で
も
相
陝

コ
ー
ナ
ー
も
開
畋
し
ま
す
の
で
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
で
か
け
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所

▽
三
月
六
貝

火
)

…
前
沼
公
一
(

伊

興
町
前
沼
一

一
五

七
)

▽
三
月
七
日
(
水
)

・・
・
奥
野
公
園
(

奥
野
T

一
三
-

一

九
)

▽
三
月

八
弖

木
)

・・
・
千

住
中
居
町
公
園
(

千
住
申

居
町

二
四
-

七
)

※
時
間
は

、
い

ず
れ
も
午
前
十
時

～
午
後
四
時
(
雨
天

決
行
)
で
す

。

問
合
せ
先

鋒

政
葆

追
加
受
付
け

競
争
入
札
参
加
願
い
(
工
事
)

昭
和
五
十
九
年
度
に
お
い
て
、

区
の
殲
設
工
事
等
の
競
争
入
札
に

参
加
盡
疂

さ
れ
る
方
は
、
都
財

務
局
所
定
用
紙
を
俾
用
し
て
、
次

に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限

二
月
二
十
七
日
(月
)

※
た
だ
し
日
矚
日
は
除
く
。

受
付
時
間

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
(
正
午
～
午
後
一
時

を
除
く
)

土
竃
日
は
午
前
十

一
時
ま
で

用
紙
販
売
先

東
京
都
弘
済
会

【
都
庁
西
一
号
館
地
下

】陬
)

受
付
・
問
合
せ
先

契
約
第
一
係

行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
ど
う
ぞ

湯
河
原
・
伊
豆
高
原
｢
あ
だ
ち
荘
｣

五
月
分
利
用
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

な
お
、(
ガ
キ
は
一
保
養
所
一

グ
ル
ー
プ
一
枚
に
限
り
ま
す
。

ご
家
族
や
、
お
友
達
と

一
緒

に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
縟
河
原
「
あ

だ
ち
荘
」

は
2
二
月
分
の
空
き

が
あ
り

ま
す
。
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保健
衛生

働
い
て
い
る
人
の

母
親
学
級

日

時

Ξ
9

十
日
・
い
I
七
日
、
午
後

一
眄
!

四
時

二

川
剛
一

場
所

足
さ
9

健
哂
講

堂

対

象

一

い
て
い
る
妊

婦

用
意
す
る
物
体
操
ム
ア
j
る
呎
涵

(
十
日
{
-
み
}
、
母
子
健
顕
手
帳
、

筆

妃
用
具

内

容

妊
娠
中
卜
上
活
、
妊
嵎

体
操

お
産
の

準
備
、
妊
産
婦
1

栄
一

、

赤
ら

や
ん
の

斉
て
万

費
用
無
料

申
込
方
法
I

以

予
約

申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
健
町
業

易
第
一
i

　
八
白

了

四
一
石

一四
十
歳
代
女
性
ヘ

保
健
栄
養
教
室

日
時
・
場
所

▼
二
月

二
t

九
叺

三
月
匕
日
・

卜
四
H

、
午
後
一
時

こ
l

分
!

‘一
時
こ
了

分
・
=足

立
保

鑰
所

▼
三
月
六
川
・
t

一
卜
・

十
三
日
、
午
前
十
吟

♂
正
午
・・・
中

央
本
町
保
健
相
談
所

内

容

▼
若
さ

を
保

つ

栄

奠

学

▼
う
す
昧
と

バ
ラ
ン
ス

良

▼

楽

し
く
体
そ
勳
か
そ
う

費
用
無
料
(
貧
血
検
査
希
輿
者
は

二
百
四
卜
円
)

申
込
・
問
合
せ
先

足

立

保

健

所
i

八
五
五
I

四
I

瓦

¶
)

、
巾

叫
、本
町
保
健
相

談
襾
(

　
(へ
'
j
j

六
五
)

老
人
保
健
法

健
康
診
査

叫
1
斌
以
上
の
方
｀
-
-
勾
取
に
、
K

て

は
と
人
像
健
法
一

康
畛

査
ろ
I保
継

叫
、保
健
相
談
所
で
行

っ
て

、
友
す
。

畤
診
卜
は
左
表
う
」一
々

、て

寸
≒

一
・
、
町
腎

心
保
幤
所
・
保

健
相
談
叫

へ

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

費
y
ｙ
。
般
健
康
診
査
・
・
・
肖
円

▼

精
密
診
査
ヨ
五
百
円
(

生
晒

保

躪
世

帯
、
住
民
税
非
諌

晩
世

帯
の

り
は

免
除
し
ま
ご

※
睹
康
手

帳
を
お
持
ち
の
か
は
、
必

ず
持
参
し
て

く
ご
さ
い
。

一
般
診
査
の
検
査
内
容
門
診
、
丹

体
計
測
、
血
圧
t
ｔ
、
尿
検
査
等

(
検
責
力

結
果

、
必
要
か
あ
る
と

さ
卜

兮

は

、
糯
泥
黔
憂
二
口
い

ま
ご

問
合
せ
先
ぽ
鍵
F
防
4
、
叭
‘
り
保

纏
所
ヽ
　
べ
瓦
五
-
四
一
八
)
、

汀
北
保
健
相
談
叫
(
　
叺
九
ペ
ー

四
こ
い
・
a
)
、
千
佳
保
鮪
所
(
　
气

(
代
一
四
匸
七
と
、
東
和
傑
健
唄

談
眄
(
　
ヅ
こ
(
I
円
一
七
し
、

中
央
本
町
代
健
相
談
所
i
(
0

０
-

一

↓
六
五
)

老人保健法健康診査日程ー覧表

精
神
障
害
で

通
院
中
の
方
ヘ

病
気
は

落
費
い
て
き
た
け
れ
ど
外

へ

出
る
の

が
お
7

、一
り
な
气

人
と

の
つ

き
合
い
の

下
手
な
方
。
社
会
に

心
て
働
丶
一
た
い
け
れ
ど
、
ま
だ
ろ

″

つ
と

自
信
か

な
い
、
休
力
が
な
い
方
。

江

北
デ
ィ

ケ
ア

ヘ
き
て
友

連

ふ
‘
つ
'

ヽ
。
て
み
よ

吋
。ん
煢

江
北
デ
f
ヶ
ア
は
、
そ
ん
な
方
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
そ
つ
く
口
、話
合
い

を
し
た
り
、料
理
を
作
っ
た
り
、レ

ク
リ
エ
ー
ジ
'
ン
や
美
術
、
習
字
な

ど
を
し
r
、
楽
し
み
な
か
ら
自
工
性
、

槙
極
畦
、
吐
急
性
を
身
に
つ
け
、
社

会
に
復
帰
ご
き
る
こ
と
ふ
'
-
目
ぎ
し
て

い
!

十

日
時
4
過
大
・
承
・
金
一
目
午

前
九
眄
～
止
午

場
所

江
北
保
健
柵
岐
所

対
象

区
内
在
什
の
力

費
用
m
無
料
(
廿
会
見
学
な
ど
の
畤

は
吏
a
費
が
か
か
り
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
傭
相
談

所
デ
イ
ヶ
ア
担
当

　
(
九
六
一

四
〇
〇
四

三
月
の

献
血
予
定

▽
一
日
(
木
)
・・
‘竹
の
塚
駅
東
口
・
江

北
通
り

商
店
街
金
古

圜

横

広

場
(

西
綾

順
二
丁
目
)

‘

▽

五
日
(
月
T

北
千
住
取
西
口
・
青

木
儻
用

金
庫
足
立
支
店
(

一
ッ
家

ず

目
)

V
七
卜
(
水
了

竹
占
零
収
吸
口

▽

卜
凵
(
占

・・・
六
木
小
学
校

▽
卜
一
冂
(
H
)
・
・
・
北
千
佳
駅
西
口

▽

卜
四

卜
(
水
)
…
西
新
井
駅
東
口

▽
エ
(
H
(

金
)
・・・
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
童

綾
順
店
(

硬

瀬
取
前
)

▽
ト

九
具

月
T

北
千

庄
取
西
口

▽
一
不

旦

火
)
・・・
竹
の
塚
釈
蹤
囗

▽
二
十

一
日
(
水
T

協
和
銀
行
花
姻

支
店
(

花

畑
五
丁
目
)

▽
ニ
ト
ニ
H
(

木
)
=・
朝
日
棡
用
金
席

足
立
支
店
(

関
原

三
丁

目
)

▽
こ

㎜
四

日
(
土
)
・
=
北
千

住
駅
西
口

▽
l

㎜
五
旦

日
T

竹
の

零
釈
東
口

▽

一
I
六

日
(
月
)
・
'・
R

霞

所

本

斤

舎
・
西
新
井
取

東
口

▽
て
ト
日
(
金
)
・
・・
北
千
佳

駅
西
口

▽
三
上

日
(
土

茜

斬
非

取
嗔
口

ぞ
時
問
は
、

い
ず

れ
も
午

前
卜
畤
～

午
後
三
時
三
十
介

。
(
t

だ
し
、
星

食
休
胆
時
間
は
除

く
)

問
合
せ
先

保
健
干
防
係

、
葛
飾

赤

十
字
血
巌

十
、
j
I
(

　
六
九
三

一

五
七
〇
一
)

よ
い
子
は
…
　
元
気
!

雪
合
戦散歩

み
ち

( 大谷田
公 園

)

W
を
か
い
て
も
、
ま
た
降
っ
て
く

る

富
に
、
冬
は
い
っ
l

で
纃
て
の
か

と
感

じ
ら
れ
ま
す
。

し

か
し
、
例
年
に
な
い
人
雪
う
な

か
て

も
、
樹

々
は

眷
の
訪
れ
か
遠
く

な
い
こ
と

を
教
え
て

く
れ
ま
す
。

大
谷
田
公
園

に
は

、
梅
が
紅
自
あ

わ
せ
て
約
八

十
本
櫨
え
ら
れ
て
ぃ
ま

す
が
、
ど
の
木

に
も
、
大

き
く
ふ
く

ら
ん

だ
っ

ぽ
み

が
た
く
I

ん

ぺ
・
で

ぃ
ま

す
。

ま

だ
若
木

が
多
い
の
で
1

が
、
岐

を
た
ら

し
た

見
事
な
紅
梅
や
白
梅

も

あ
り

、
花
闘

く
こ
月
下

旬
が
と
て
も

楽
し
み
で

す
。

今

口
は
、
こ
た
つ
を
ぬ
け
だ
し
、

家

族
そ
ろ

。
て
梅
を
見
に
行
き
ま
せ

ん

か
。

(
北

綾
瀬
駅
下

車
、
徒
少

約
い
分
)

▼ しだれた
梅にふく
らむ赤い
つぼみ

交 通 モ ラ ル を高 め よ う!

区内の交通事故さらに悪化

昭
和
五
卜
八
年
中
の
足
立
区
内
の

交
通
人
舟
事
故
は
、下
表
力
よ
・
つ
に

発
生
吽
数
、死
傷
者
と
も
に
・
増
川
し

ま
t
ｔ
。

持

に

、

死
g

は

三

ト

ー
名

へ
前

年

比

プ

ーツ

ス

四

名
)

と

他

卜

区

巾

に

比

べ
こ

著

し

く

多

く

、

五

十

五

年

以

降

円

年

連

続

し

て

都

内

ワ

ー

ス

ト

一

位

と

い

う

結

果

に

な

り

ま

し
l
>

°

・
さ
ら
に
安
全
一
S
を
高
め
1
7
　

死
亡
事
紋
内
容
や
-
状
顧
別
に
t
ｔ

す

と

次

ゐ

と

お

り

で

す

▽
こ
輪
本
に
欒
っ
て
い
る
£
■
;
i

ご
八
(
円
l
%
)
▽
小
い
て
い
る

時
・
・
・
じ
人
一
、l
ミ
%
・
　
ソ
自
紅
車

に
乗
っ
て
い
る
畤
・
=
六
叭
(
一
九
S
)

▽
彙
用
嗔
に
啝
っ
て
い
る
畤
・
-
-
五
人
　

心
-

六
%
}

心
方
、加
書
耆
側
は
貨
吻
自
助
車

が
圧
倒
的
に
多
く
、二
十
一
件
中
十

七
吽
(
六
こ
%
)
に
も
な
っ
て
い
ま

气
そ
こ
で
、遭
虹
斉
は
も
と
よ
卩
、

貨
物
車
を
便
用
す
る
嘔
業
所
は
、一

一

慎

重

な
配

癰

が

望

ま

れ

ま

す

。

こ

の

よ

う

な

悲

惨

な

嘔

故

を

減

少

さ

せ

る

に
は

、そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

で

、

よ

り

一
一

安
全

意

識

を

高

め

て

行

動

す

る
こ

と

か

匈

よ

り

も

大

切

で

す

。

□

そ

れ

ぞ

れ
の

立

場

で

の

注

意

事

項

◎

連

転

者
・・・
▽

篇

に

安

全

淙

度

で

▽

信

号

、

一

時

停

止

は

確

実

に

▽

飲
酒

運

転

は

絶

対

に

し

な

い

◎

バ

イ

ク

ー・・
▽

ヘ

ル

メ

″
卜

を

必

ず

か

ぷ

る

▽

左

側

瞋

礫

を

安

全

速

度

で

走

る

◎

自

転
車

・・・
▽

二

人

乗

り

は

し

な

い

▽

一
時

倖

止

と

安

全

確

認

を

確

実

に

▽

夜

問
は

必

ず

前

照

灯

を

◎
歩
行
捫
1
幼
児
に
一
人
歩
`
｀
一
さ

せ

な

い

▽

と

ぴ

出

し

牙

し

な

い

さ
せ

な

い

▽

止

っ

て

確

か

め

る

爾

慣

を

つ
け

る
{
亦

蕩

攣

兪

対

策
I
}

ま

内

Ξ
s

一

一
}

足立区内の交通事故

ひ

ろ

ば

カット　草揃節子さん(爾2丁目)

□
足

立
区
相
撲
連
盟
員
募
集

相
観
タ
ー
』-
。る
な
、と
・
り
た
い
ぴ
、

ま
た
は
齊
少
年
の
相
撲
指
導

に
意
欲

の

あ
る
方
や

、
連
盟
に
加
入
し
て
奉

仕
活

動
を
し
て
く
れ
る
万
を
・
募
集
し

て

い
ま
す

。

対
象

鳥
校
生
以
上
の
K

尺

申
込

方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所

、氏
鳬

年
齢

、
職
業
を
明
肥
し
c

巾
し
込

ひ
こ
と

申
込

・
問

合
せ
先

宝
田
H

和
(

〒

Ⅲ
千

庄
柳
町

ダ

瓦

　

八
(

―
四
二
円
さ

□
コ

ー
ル
あ
や
せ
合
唱
団
員

募
集

日

時

毎
週
金
曜
卜
、
午
前

卜
時
～

正

午

場
所

自
宅
I
*

瀬
二
丁
目
)

費
用
入
会
金
1
屁
a
円
、
り
顯
・
・
・

三
千
円

申
込

・
問
合
せ
先

鈴
木

　
六

一

○
!
四
七
匕
五
(
午
後
一
時
～
六

町
)

□
太
極
拳
數
I

金
員
暃

集

日
時
・
場
所
ｙ
-
-
月
匕
日
か
ら
t

週
ｔ
皿
日
、
午
後
六
時
四
大
入
分
～

(
時
し
卜
分
=
・
弥
生
小
学
校
体

胃
館
▼
兄
川
j
口
か
ら
忽
選
士

曜
日
、
午
後
七
時
!
(
時
四
十
灯

分
・
・
-
丙
伊
具
小
字
校
体
冐
餓

費
用

入
公
金
・・・
千
円
(
f

キ

ス
ト

代
'
　
-
8
-
=

一
イ

円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
皿
吶

、氏
名

、

年
齢
、
竃
話
番
气
t

墸
か
L

矚

勁
い
ず
れ
か
を
'明
記
し
て
、
二
月

ニ

ト
(

日
必
着
の
こ
と

申
込
・

問
合
せ

先

加
藤
m
-
　
u
i
-

Ⅲ
西

伊
具
町
四
一
生
(

八

　
(

九
七
-

三
〇
一
(
)

□

社
交
ダ
ン
ス

初
心
者
講
習
会

日

時

一
川
か
・
り
毎
遭
木
曜
川
、
午

後
六
時
ニ
ト
介
～

九
時

場
所
第
一
会
場
・
・
『
産
業
振
興
館
、

第
一
石

場
・・
・
中
央
本
町
社
会
軟

膏

館
費
用

入
六
企
・
』一
千
五
石
円
'
　
H
講

券
(

円
回
ご
:

三
千
円

申
込
方
法

直
接
会
鳩
へ

申
込
・
問

合
せ
先

麻
生

　
(
【

】
-
ご
壬

二

□
ジ
ャ

ズ
ア
ン
ド
バ
レ
エ
サ

ー
ク
ル

日

時

化
週
月
皿

口

、
午

後
三
時

、

七
時
一一
一

分
開
嫡
の
二
同

場
所

上
沼
田
団

地
第
こ
築
会
所

費

用

入

会
金
・
:
千
五
『自
円

、
月
緬

廴

ギ

五
百
円

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所

、氏
名

、

年
齢

を
I

い
て

巾
し
込
む
こ
と

申
込
・
問
合
せ
先

町
剛

栄
(

〒

Ⅲ
江
北

円
丿

二

〒

ニ
ー
こ
○
七

　
(

九
六
一

五
五
九
一
)

投
犒
規
定

▼
サ
ー
ク
ル
情
報
、
行
凖
、催
し
も
の
、

搆
習
会
等
の
案
内
″
'ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
ハ
ガ
キ
ま

た
は
封
書
で
百
四
十
字
以
内

▼
住
所
、
氏
名
、
団
休

名
、
電
話
番
号
、
費
用
(
金
額
・
使
途
)
を
明
記

▼
営

利
、
宗
教
、
政
治
目
的
の
も
の
は
掲
載
不
可

▼
栂

畝
、
不
掲
軟
の
連
幡
は
し
ま
せ
ん

▼
締
切
り
は
発
行

日
の
一
ヵ
月
前

▼
掲
畝
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん

投
槁
・
問
合
せ
先

広
報
課
(
・
咽
千
住
一
-
四
-

一
八
)

《
ひ
ろ
ば
の
カ
ッ
ト
募
集
中
!
》

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す

昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
家
族
の
分
も
含
め
て
全

糲
が
『社
会
保
険
科
控
除
』
と
し

て
、
所
得
か
ら
差
引
か
れ
課
枳
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
。さ
い
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

な
ど
、
夫
の
年
末
回
塵
で
、
す
で

に
申
告
済
み
の
方
は
、
礒
定
申
告

う
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
国

民
年
金
相
談

国

民
年
金
に
関
す
る
疑
問
や

、

制
度
に
つ
い
て

、
く
わ
し
く
知
り

た
い
方
の

た
め
に

、
国
民
年
金
相

詼
を
行
い
ま
す

。

当

日
は

、
足
立
社
会
保
険
事
一

所

か
ら
専
門

官
が
釆
所
し

、質
問

、

相
談
等
を
受

け
ま
す

。
お
気
軽
に

お
で

か
け
く
だ
さ
い

。

日
時

三
月
七
H
(
水
)
午
前
卜

呻
～
午
後
三
時
三
十
分

場
所

区
役
所
二
階
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

国
民
年
泰
膵

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
洗
化
の
可
能
地
域

区
内
各
所
の
下
水
遭
工
事
の
進

行
に
と
も
な
い
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。こ

の
地
域
に
お
住
ま
い
の
万
に
は
、

三
年
以
内
に
水
洗
化
工
嚊
を
し
て

い
た
だ
。く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用
開

始
月
日

左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
遭
局
小
一
支
所
(
I
(

○
一
丁
八
八
二
二
)
、

ま
た
は
区
役
町
下
水一
課
(
　
(
(

九
-
六
一
六
一
)

相 談

区
民
相
談
室

午
後
一
時
～
四
時

(
受
付
は
Ξ
時
ま
で
)

▽
法
律
相
談
…
…
…
…
…
…
…
毎
週
木
曜
日

(
第
二
庁
舎
は
第
三
水
曜
日
の
み
)

▽
杖
務
相
談
…
…
…
…
…
…
…

毎
週
公
昭
日

▽
行
政
相
酸
…
…
…
…
…
毎
川
第
ミ
ｔ
曜
日

▽
人
権
身
の
L

相
談
…
…
毎
り
革

一
火
曜
卜

区
民
相
談
室

午
前
九
時
～
午
後
四
時

(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

7
一
般
相
謡
・・・
1
一
日
ヽ
祭
H
を
除
く
毎
日

∇
結
婚
川
談
・
:
れ
・
H

・
祭
日
を
除
く
毎
日

&
夊
鴻
＆
F
故
剣
談
…
…
…
り
曜
日
I
ト
曜
卜

3月の安売りデー

t
n
呎

物
…
…
…
…
…
……

爿
l

卜
『
H

・
呎
緑
の
ノ
ボ
り
の
あ
る
お
店
>

水

席

物
…
…
…
…
…
…
…
几
M

ト
ー
(卩

j
り
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
叺
》

豚

肉
…
…
…
匸

月
L
n

・
ス
十
四
日

た
赤
卜
″
ボ
リ
の
あ
る
お
店
・
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催
し
物
募
集
ス
ポ
ー
ツ

家
庭
で
楽
し
む

コ
ー
ヒ
ー
専
科

コ
ー
ヒ
ー
プ
レ
イ
ク
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
黔

コ
ー
ヒ
ー
を
爽
昧
し

く
入
れ
る
秘
斷
、
一
味
遠
う
コ
ー
ヒ

ー
と
の
対
銛
や
血
陂
型
に
よ
る
し

好
、
鍵
杲
へ
の
彫
薺
等
に
つ
い
て
短

期
蹲
座
で
闘
き
ま
す
。

日
時

三
月
六
日
・
七
日
・
害

胃
・

十
四
日
(
計
四
回
)
、
午
後
六
時

三
十
分
～
八
時
三
十
分

場
所

斉
年
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

費
用

無
科
(教
材
費
は
約
二
千
円
)

定
員

一
こ
十
名
(

抽
画
)

※
サ
イ
フ
i

ン

稗
を
お
持
ち
の

方
は

ご
持
参
く

だ
さ
い

。

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ

に

、
希
羂

す
る
糾
目

、
住
所

、氏
名

、生
年
月
H

、
廠
業

、
連
絡
先
I

銛
番
号

を

明
妃
し

、
巾

し
込
ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限

乙
り
二
十

五
日
(

り
日

泗
剛
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

文
化
係
(

苧
Ⅲ

千
庄
一
一

四
1

一
八
)

映
画
会
の
お
知
ら
せ

日
時

二
月
十
日
(
土
)
、
午
後
二

時

ミ
ヤ
兮
・
四
時
こ
ヤ
分
(

二
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名

は
だ
か
の
天
使
(九
十
六
分
)

対
象

一
般
区
民
(
小
学
生
以
上
)

定
員

各
回
百
五
上
(
名

費
用

觚
料

申
込
方
法
I

話
予
杓

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
セ
ン
々
-

　
八
五
〇
-
八
八
一
〇

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
の

料
理
教
室

日

時

三
月
大

言

・
卜
四
日
・

卜

六
日
・
二
十
一
日
・
二
十
そ
日
・

二
十
七
日
・
三
十
日
の
午
前
十

時

～

正
午
(

全
七
回
)

場
所

青
年
館

対
象

区
内

の
ヤ
ン
グ
ミ

セ
ス

定
員

四

十
名
(

抽
遇
)

費
用

無
科
(
教
材
費
は
自
己
負
担
)

申
込
方

法

往
硬
(

ガ
キ
に

、住
所

、

氏
名

、
年
珊

、
一

晒
篳
号
を
明
妃

し

、
申
し
込

ん
で

く
だ
さ
い

申
込
期
限

一
片

・
T

七
日
(
i

日

綢
印

宵
効
)

申
込
・
問
合
せ

先

青
年
館
(

〒
Ⅲ

西
断
井

一
一

四
-

一
七

　
八
九

つ
I

つ
O

六
一
)

青
年
教
室

日
時

二
月
二

十
四
日

、F「
月
一
U
・

八
日
・

そ

」日

、
午
後
匕
時
～
九

畤
(

二
月
二
十
日
は

、
午
前
卜
畤

～
午
後
四
時
)

場
所

中
央
本
町
社
会
教
冐
館

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

青
年
男
女

内
容

初
歩
か
ら
の
将
棋

申
込
方
法

直
接
一
話

申
込
・
問
合
せ
先
青
少
年
係
、ま

た
は
青
年
館
(
　
八
九
〇
-
○
○

六
一
)

東
都
セ
ン
タ
ー

文
化
祭

日
時

三
月
二
日～
四
日
、
午
前
九

時～
午
後
四
時
三
十
分

内
容

児
童
・
婦
人
の
作
品
展
示
、

木
彫
、
和
紙
人
形
の
サ
ー
ク
ル
の

作
品
即
売
会
、
鶻
f
S
面
と
お
購

の
会
、
老
人
館
で
は
艾
化
講
贋
会
(

四
日
の
み
)

場
所
・
問
合
せ
先

柬
郎
セ
ン
々
'
I

　
六
〇
五
―
匕
ご
ご

簡
易
洋
裁

技
能
講
習
会

日

時

ド
月
五
日
～
L
(

日
、
午

前

十
時
～

午
後
ミ
時

場
所

内

職
補
4

町

対
象

工

業
用
ミ

シ
ン
の
晒
屶
る
り

定
員

卜

六
名
(

咒
昔
!

受
講
料

罵
料

受
付
日

二
月
一
罕

七
口
、
午
前

九

畤
か
ら

申
込

方
法

住
所

確
認
の
で

戔一
る

も

の
<

例
、
健
筆
保
険
鉦
な

ど
一

ふ
・

本
人

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問

合
せ
先

内
皿

楠
4

畷

八

八
ヘ

ー
匕
弖
四
卜
、

足
立
区
民

氷
上
運
動
会

日
時
三
月
卜
日
(
t
)
午
後
六
時

～
八
時
三
十
分

場
所

松
戸
サ
ニ
よ

シ
し
ド

内

容

安
全
で

だ
れ
に
で

も
一
。j
る
$

・
*
1し
い
ゲ

ー
ム

費
用

ミ
占
円
(

弯
靴
糾
別
)

申
込
・
問
合
せ
先
区
ス
ケ
ー
ト
連

盟
(
　
八
八
一
一
九
〇
六
瓦
)
、

ま
た
は
体
育
蜀

第
八
回
足
立
区

オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日

時

三
月
I

凵
(

日
)

午

前
九

時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ノ

セ
ニ
々
一

種
目

男
・
女
別
佃
人

ド
ー

ナ
ツ
'

卜
戦
(

き
一
奴
・
心
f

歳
代
・

四

十
纎
以
上
の
郎
)

、

一
人
ニ

種
目

ま
で
可

参
加
費

一
種
目
五
百
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
、
所
S
団
体

名
、
種
目
、
君
手
名
を
明
記
し
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

二
月
一
T
八
日
(
当
旧

消
印
有
効
)

申
込
先

足
立
区
卓
球
連
M
事
罵
斛
(

〒
川
西
伊
興
町
八―
四
二

庄

司
魯
之
助
万
)

問
合
せ
先

体
育
歸

第
三
十
七
回

都
民
体
育
大
会

足
立
区
予
選
会

□
硬
式
野
球

日
時

一
斤

ト
ベ
H

・

二
卜
卜
、
午

前
九
時
か
ら
{

予

嫡
日
7

目

二

卜
五
日
、
四
月

一
日

場
所

一
日
目
・・
・
総
合
ユ

ポ
ー
ツ

セ

ン
タ
ー
庭
球
場
、
二
目
目
・
‘・
㈱
二

ッ
ピ
庭
球
場

競
技
種
目
・
方
法

男
・
女

ジ
ン
ク

ル
ス
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
剛

参
加
資
格

区
内
在

住
・

在
助
ま
た

は
区
連
皿
登
録
団

体
加

入
の

方

定
員

劈
子
四
十

八
名
・
女

子
・
罍

に

八
名
(
抽
選
)

費
用

千
円

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
、
僅
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
9
番
吋
を
明

配
し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限

二
月
二
十
九
日
(心
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

隱
申
和
夫
方

(苧
川
竹
の
塚
四
1
三
-
二
五
-

、
つ
五

連
盟
事
罌
岡

　
八
八

四
―
五
五
弖
(
)

足立区コミュニティ文化・

ス ポ ー ツ 公 社 だ よ り

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
事
業
案
内

初
め
て
の
方
の
た
め
に
、
叨
歩
岐

術
揩
毒
を
行
い
ま
す
。

□

卓
球
教
室

日
時
三
月
上
(
H
t
『・
t
H
の
毎

遍
金
曦
日
(
計
三
回
弌
午
後
一

畤
三
十
分
～
只
時
そ
干
分

定
員

五
卜
名

費
用
各
回
二
百
円

□
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
教
室

日
時

三
月
一
日
～
二
十
九
日
の
毎

オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ

ョ
ン

二

月
九
日
(

金
)

午

後
一
時
{
二
十
分
か
ら

一

木
}

日
(

叶

五
回
)

、
乍
前
舮

時
～
十

】
畤
三

十
分

定
員
J

十
名

費
用
各
回
二
沍
円

□
弓
道
教
室

日
時
ド
月
『日
～
三
十
日
の
毎
一

金
一
日
(
計
五
回
)
、午
前
卜
時
～

ト
J

き
三
L

分

定
員
一
冫
-
名

費
用
各
回
乙
ー
円

※
各
教
室
参
加
者
は
、教
室
前
ま
で

に
健
康
チ
x
y
ク
(
毎
週
日
矚
・
水

曜
日
)
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。弓
道
、y

-
チ
ェ
リ
ー
教
案
と
も
用

具
は
お

賢
し
し
ま
す
。

申
込
方
法

い
ず
れ
も
直
接
窓
口
、

ま
た
は
一

晒

申
込
・
問
合
せ
先

総
介
ス
ポ
ー
″

セ
ン
タ
ー

　
八
紅
几
I

ベ
匸

一

◎
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
は
、り

略
川
も
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
か
、

二
月
t
八
日
(
月
)
は
昨
寨
の
た
め

総
合
休
釋
館
を
休
館
し
ま
1

な
匍

庭
球
場
は
覃
席
ビ
お
り
行
っ
て
い
ま

す
。臨

時
職
員
募
集

対
象
・
定
員
L
八
歳
以
上
四
4
-
歳

未
満
の
男
女

…
約
『

卜
名

勤
務
地

総
合

ス
ポ
ー

ノ
セ
ブ

々
-

等
公
廿
の
管

理
施
艇

勤
務
態
様
フ
夜
間
・
・
・
午
優
五
時～

气
時
ー
ー
分
▽
凵
曦
・
祝
川
-
・
i

六
時
閭

▽
平
日
・『
『
六
時
闃

勤
務
内

容

受

付

、案
内

、軽
卜
鶚
等

爵
紿

瓦
占
七
卜
円

～
六
肖
四
1

円

面
接
二
月
二
t
八
日
～
ご
一
月
一
凵

午
前
九
時
～
午
後
五
時
(

本
人

が

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
々
―
へ
履
廖

一

・
白
S

・
写
真
嵋
付
)

夲
‘
持
柘

し
て

く
だ
さ
い
)

※
畦
瞋
場
か
挟
い
た
め
、
率
で
の
ご

寰
所
は
、
ご
遠
一
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

足
立
区
j
l

一一
チ
ィ

文
化
・
ス
ポ
ー
″
公
社
総
務
S

　
八
五
九
-
八
三

一

実 習 所 祭

梅
鳥

生
洒

夷

冐
所
は

、
心

身

に
障
書

を
持
つ

人
た
ち

が

、
作

業
を
通
し
て

生

卮
の
充

爽
と
廿

会
的
白

立
を
図

る
た
め
の

、
成

人
通
所

晦
政
で

す

。実
習
所
で
は

、

毎

乍
、
日
頃
力

成
畢
を
発

漑
し

、

地
城
の
方
々
と
の
交
硫
を
深
め
る

機
会
と
し
て
、
夷
習
所
余
を
行
。

て
き
ま
し
た
。

今
年
も
次
の
と
黔
り
芦
I
所
象

を
闘
舳
し
ま
す
。参
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
。̀

す
。

日
時

二
月
7
ト
八
臼
(
川
)
午

恥
t
町
～
午
後
三
時

場
所

梅
鳥
生
S
筴
習
所
(
西
斬

井
駅
東
口
下
卒
、
徒
歩
三
分
)

内
容

笑
臂
所
紹
介
コ
ー
ナー
、

製
品
の
展
示
・
即
売
、
保
寢
者

会
の
バ
ザ
ー
、
艢
し
も
の
、
迎

ぴ
の
コ
ー
ナ
ー
、
襖
疑
店
な
ど

問
合
せ
先

晦
鳥
生
陋
爽
習
所

　
八
四
九
-
一
三
七
九

生
活
実
習
所

入
所
者
募
集

新
入
所
予
足
人
員

六
名

入
所
時
期

四
月
以
降

む
申
賄
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
所
管
の
福
祉
s
諤
所
、
ま
た
は

吻
鳥
生
活
実
習
所
(
　
八
四
九
-
一

三
七
九
)
へ
。

3 月15 日ま で

申 告 は
お早めに
住 民 税

住
民
晩
は
、
忻

さ
ん

か
ら
申
告

し
て
い
た

だ
い

た
内

き

に

基

づ

き
、
以

が
観
篳

を
決
定

し
て

そ
の

税
額
を
通
知
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て

納
晩
し
て
い
た

だ
く
も
の
で

す
。

w
さ
λ
か
、
虍
し
い
巾
告
'
’
さ

れ
る
こ
と
に
よ

っ
て

、
滷
Ⅲ

な
諌

晩
が
さ
れ
ま
气

お
早

め
に
申
告

そ
お
願
い
し
ま

す

前
年
、
税
務
番
に
確
定
申
告
'
’

し
た
方
、
前
年
足
立
区
で

特
別

微

収
さ
れ
て
い
た
万

を
除

き
、
昭
和
i
d
J
-

八
年
に
足

立
χ

で

諌
税
央
ｓ

の
あ
っ
た
万
、
斬
た

に
足
a
K

に

転
人
さ
れ
た
方
等

に
巾

告
魯
を
郷

送
し
ま
し
气

な
わ
、
昭
和
石
卜

八
年
中
に
所
得
の
あ
、
た
乙
で
、

申
告
書
か
屆
か
な
か
っ
た
乃
は
、

濔
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ぱ

郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
出
俵
所
に

に
も
皿
い
て
あ
り
ま
弌

申
告
の
利
便
を
図
る
た
め
踝
税

課
載
員
が
、
心
俵
受
付
け
を
行
い

ま
す
。
山
張
H

程
は

巾
告
書
の

裹

面
に
妃
載
し
て

あ
り
ま

す
。
ま
た

同
匐
の
返
僂
用
射

筒
も
ご
利
川
く

だ
さ
い
。

{
な
お
、
今
年
度

よ
り

巾
告
書
の

様
式
か
戻
更
し
ま

し
た
の

で
、
ご

注
意
く
だ

さ
い
い

ま
た
、
本
年
よ
り

給
与
所

得
者

の
遣
付
確
定
申

告
S
の

う
ち
、
医

療
費
控
陣
に
つ

い
て
は

、
以
役
所

本
庁
舎
・
第
二

斤
舎
の

課
税
課
恵

口
で
も
申

笘
の

相
腴
に

応

じ

ま

す
。
た
だ
し
、
朋
聞
は
丶

三
月
一
H

か
ら
三
月
卜

五
川
よ
で
で

す
、

問
合
せ
先

第

一
・
爾

こ
S

観
佩

い
ろ
い
ろ
な
刊
行
物
を

頒
布
し
て
い
ま
す

広
餓
諌
て
は
、
次
の
よ
う
な
刊

行
物
を
簇
布
し
て
い
ま
す
。

▽
足

さ
の

歴
史
(

四
。肖
円
)
・
・・
わ

た
し
た
ち
の

ま
ち
「
足
亘

の

歴
史

を
解
説
し
、
古
い
姿
と
斬

し
い
も
の

と
の

つ
な
が
り
が
裨

昧
蓆
く
理
解
で

き
ま
す

∇
足
在
の
め
。
曹
(
千
涓
百
回
-
:

お
年
番
り

や
、
占
い
貴
x

な
賢

科

を
お
持
ち
の

方
々
の

協
力
を

褥
て

、繼

さ
λ
さ
れ
た
も
の
で
、

甘
の
写

真
も
一

富
に
取
り
入
れ

て
い

ま
す

▽
区
制

五
ｔ
周

年
配
念
写
真
集
(

千

五
百
円
)
:

し

明
冶
、
大

卍
、
昭

和
初
期
繝
"

か
ら
現
雇

ま
て

五
つ
の
分
野
に
集
録
し

、

そ
の
当
時
の
庶
民
の
生
橘

を
中

心
に
ま
と
め
ま
し
た

▽
区
の

う
た
{

レ
J
1

ド
}

只

百
円

〕
・・・
歌
閨
カ
ー
ド
、
カ
ラ

オ

ケ
も
付
い
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

、聴
き
な
が
ら

、

口

ず
さ
ん
で

く
だ
さ
い

▽
足
立
史
陝
復
刈
皈
♀
五
百
円
}
-
-

・
足

政
史
談
創
刊
号
か
ら
百
七

籵
号
ま
で

収
鑠
し
て
あ
り
ま
す

V
足

立
区
町

名
の

う
っ
り
か
わ
り
(

六
百
円
)

※
グ
ラ

フ
あ
だ
ち

陬
l

・
1
2

を
無

料
で

さ
し
あ
げ
て
い
ま

す
。

頒
布
場
所

区
改
所

五
階
広
報
葬

掲
示
板

心
臓
病
児
を
も
つ

親
の
つ
ど
い

日
時

三
月
四
日
(
日
)
午
加
十

時
～
午
後
四
時

場
所

全
国
分
音
会
館
(
千
代
田

区
西
神
田
三
一
九
一
一
〇
)

費
用
無
料

内
容

舞
I
、
日
常
生
活
と
医
康

扣
鋏

問
合
せ
先

都
衛
生
馬
母
子
衛
生

賁

　
二
三
一
三
八
三
五

保
留
地
を
売
却
し
ま
す

入
札
日
時
三
y
一
ｙ
五
弖
日
)

午
前
十
時
～
午
後

】時

保
留
地
区
圖

五
区
田

現
地
案
内
日
時

三
月
十
七
日
(

土
)
・
十
八
日
(
円
)
午
前

十
時
～
午
後
三
時

入
札
場
所
・
問
合
せ
先

酉
新
井

町
土
地
区
田
鍵
理
組
合
事
菁
所
(

西
新
井
四
一
七
-
二

　
八

瓦
匕
!
こ
五
ニ
こ

春
の
防
犯
運
動

盜
犯
(

侵
入
盜
、自
転
車
・

オ

ー
ト
パ
イ
盗
)

の
防
止

を

三
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で

、

運
動

期
閨
中
で
す

。

{
叺
内
三
警
事
薯
}

税
の
無
料
相
談

日

時

二
月
二
と

一
日
(

木
)

午

前
九
時
ミ
ト
分
～
午
後
四
時

場
所

区
役
所

一
一

ロ
ピ
ー

《
ご
注

意
》

税
理
士
の
に
せ
者

に
r

庄
意
く
だ
さ
い
。
晩
珊
士

は
、
晩
理
士
パ

ヴ
ジ
*
>
*
け
て

ぃ
ま
1

問
合
せ
先

足
立
税
務
経
営
指
導

所

　
八
八
ー

九
四
一
七

最
低
賃
金
改
正
の

お
知
ら
せ

産
藁
別
最
低
W
金
(
八
種
贓
)

か
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
袁
料
品
製
遇
集

▽
纎
輪
産
集
(

和
裁
業
を
除
く
)

▽
木
材
・

木
裂
品
・
家
具
・
装
備
品
製
造
業

▽
出
版
・
印
剩
・
同
闢
連
苣
業

∇
恤
料
裂
造
集

▽
鵯
械
・
金
筒

製
品
等
製
遭
業
(
S
溏
糲
槻
器
具

糎
遺
業
を
翕
ひ
)

▽
卸
売
業
・

小
売
集
(
飲
食
店
を
含
ひ
)

▽
自
動
車
整
偉
業

く
わ
し
く
は
、
足
立
労
働
基一

監
讐
!

　
八
八
ニ
ー
一
一
八
七
)

ま
た
は
東
京
力
一
基
準
周
黄
金一
(

　
八
一
四
一
五
三

一
)
へ
。

防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
時

二
月
二
十
九
日
(
水
)
午

後
一
時
犬
こ
時

場
所

ニ
チ
イ
西
新
井
店
前

問
合
せ
先
T
B
S

ラ
ジ
オ
放
送

纎
皿
略

　
五
八
四
―三
二
一

国
の
進
学
ロ
ー
ン

対
象

今
春
高
校
、
短
大
、大
学
、

専
修
辛
校
等
へ
進
学
す
る
匐
子

さ
ん
を
お
W
ろ
の
方

融
資
額

一
進
学
者
あ
た
り
五
十

万
円
以
内

利
率
年
八
・
一
S

返
済
期
間

溝
学
す
る
学
校
の
I

業
年
限
以
内

保
証
人
原
則
と
し
て
一
名
(
保

証
基
兪
利
用
の
場
合
不
薺
)

申
込
・
問
合
せ
光
喟
民
金
一
公

庫
千
住
`
店
｀
・
八
八
一
一
六

一
七
五

商
業
専
修
コ
ー
ス

生
徒
募
集

科
目

一
記
会
叶
、
計
算
事
一
、

タ
イ
プ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
(

三
・
四
次
年
)

対
象

二
十
纎
以
上
の
方

入
学
説
明
会
日
時

二
月
一
日
・

二
十
二
日
、
午
後
七
時
か
ら

募
集
人
員

約
四
十
名

説
明
会
場
・
問
合
″
'売

都
立
暉

川
商
業
高
校
I
(

二
三
上
(

つ
○
二

確
定
申
告
は

お
早
め
に

所
褥
税
・
圃
与

税
の

申
告
と
納

観
は
三
月
十

五
日

ま
で
で

す
。

く
わ
し
ぐ
は

、
足
立

観

務
W
(

　
八
八
八
-

六
二
四

一
)

・
西

新
井
税
壽
署
(

一`
「
へ
四
〇
一

一
一

一

こ

へ
。

訂
正

二
月
五
凵
兮
の
同
和

問
珊
理
觧
の
た
め
に
の

本
攵
中
に
娯
り
か
あ
り
ま
し
气

町
・正
し
て
勿
詫
ぴ
し
ま
す
。

(正
)
・・・
「
新
平
芒

(
誤
)
・・
‘「
新
年
民
」

T. A　239, 000


